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Azabu AAI Educational Program 計画書 
 

プログラム名：Azabu AAI Educational Program  

（履修証明プログラム・麻布大学動物介在介入教育プログラム） 

 

実施期間：2010 年 4 月～2012 年 3 月（1 コース 2 年間） 

 

目的と概要 

我が国の「人と動物の関係学」や「動物介在療法/活動/教育」の分野は，欧米先進国に比べ

15 年以上も遅れをとっており，これを引き上げるための教育システムを確立し，この分野に関

する知識と技術を十分に持ち社会で活躍できる専門家を養成することは必要不可欠である。 

動物介在療法/活動/教育（AAT/AAA/AAE）に関する継続的な教育プログラムは，1999 年に

Dennis C. Turner（デニス・ターナー）博士によって，教育，医療，福祉，獣医分野における

経験や専門性を持つ人たちが，動物介在介入（AAI; Animal-assisted intervention）を実施す

るために必要な知識と技術を身につけるために開発したプログラムを日本の実情に合わせ改編

されたものである。麻布大学では，2002 年 4 月から麻布大学大学院修士課程の学生を対象に実

施してきた。修了者に授与される修了証（Certificate of Completion）は，我が国のみならず国

際的に通用するライセンスとなっている。 

プログラム内容 

受講対象： 

教育，医療，福祉，獣医分野の専門家及び大学院相当学生 

（教師，養護学校教師，精神科医，理学療法士，作業療法士，臨床心理士，心理学者，看

護師，社会福祉士，介護福祉士，精神保健福祉士，保育士，獣医師として，また，社会諸

機関や公共医療サービス機関で働く者，及び上記分野を学ぶ大学院相当の学生） 

 

実施カリキュラム： 

① １コースは 2 年間で，そのうち 15 か月間，講義（225 時間）を行う（一部集中講義となる

場合あり）。約 1 か月間は，AAT/AAA/AAE を提供している施設での実習（40 時間）を行

い，加えて，2～3 か月間は，論文（ファイナルレポート）の作成（80 時間）を行う。一

部の講義・実習は，英語で行われる。 

② 講義・・・225 時間の講義の中には，講義のほか，セミナー，案内された討論会・公開講

座，宿題，講義ノート，ファイナルレポートが含まれる。講義は，以下の科目が含まれる。

 人と動物の関係学 （108 時間） 

 心理学 （30 時間） 

 行動学 （28 時間） 

 動物心理学 （12 時間） 
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 AAI に用いる動物と人の衛生学 （7 時間） 

 AAI に用いる動物の倫理と適切なケア （14 時間） 

 AAI の評価方法 （26 時間） 

③ 実習・・・動物を導入している，一つかそれ以上の施設において 40 時間の実習（実践的な

活動，インターンシップ）を行う。刑務所，少年院，麻薬常習などさまざまな障害を持つ

子どもたちに対する動物介在介入に関する実習は，アメリカ合衆国内の施設で実施する。

④ ファイナルレポート・・・デニス・ターナー，太田光明，及び岩橋和彦の指導の下，動物

介在介入に関するテーマを決定し，英文にてレポートをまとめる。教育，福祉，医療に関

する専門的知識とともに 2 年間の継続的教育プログラムの講義と実習で得た知識をまとめ

る。 

⑤ 認定・・・ファイナルレポートを提出した後，英語による口頭試問をもって，最終評価を

行い，合格した者にプログラム修了証が授与される。 

 

実施場所： 

① 麻布大学講義室 

② 実習・・・富士見小学校，光が丘小学校，常盤病院，相模原市老人養護施設，相模原市障

害者施設，動物愛護センター，動物保護センター（ワシントン州），マクラーレン少年院

（オレゴン州），ワシントン州立女性刑務所，よこはま動物園ズーラシア，グリーンチム

ニーズ（ニューヨーク州），多摩動物公園，新江の島水族館，下田海中水族館 他 

 

プログラムコース責任者と講師： 

責任者は，デニス・ターナー（IEAP 所長, 麻布大学客員教授, スイス），太田光明（麻布大

学獣医学部教授）であり，本プログラムの学際的な講義は，以下のメンバーで行う。 

 Dennis C. Turner, IEAP 所長, 麻布大学客員教授, Switzerland 

 James A. Serpell, Professor, Dept. of Clinical Studies, Faculty of Veterinary 

Medicine; Director, Center for the Interaction of Animals & Society, University of 

Pennsylvania, USA 

 Lynette A. Hart Professor, Dept. of Population Health & Reproduction; Director, 

UC Center for Animal Alternatives, University of California, USA 

 Benjamin L. Hart, Emeritus, University of California, USA 

 Ann R. Howie, Human Animal Solutions, USA 

 Gail F. Melson, Professor, Child Department and Family Studies, Purdue 

University, USA 

 Cindy C. Wilson , Professor, Development Director of Department of Family 

Medicine, Uniformed Services University of the Health Science, USA 

 Erhard Olbrich Emeritus, University of Erlangen-Nurnberg, Germany 

 太田光明 麻布大学教授 

 岩橋和彦 麻布大学教授 
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 大谷伸代 麻布大学講師 

 植村興  麻布大学客員教授 

 西村昌数 麻布大学客員教授  他 

講義内容 

（講義タイトルは変更することがあります） 

人と動物の関係学 （108 時間）  時間数

 人と動物の関係概論  Dennis Turner 3 

 人と犬猫の関係～家畜化の歴史，現代の関係との比較  Dennis Turner 4 

 動物との愛着，社会的サポートの概念，ペットロス Dennis Turner 4 

 動物種別にみた AAT の効果 Dennis Turner 4 

 動物がもたらす人への効果 Dennis Turner 4 

 産業動物や野生動物を用いたセラピー効果 Dennis Turner 4 

 人と馬の関係 太田光明 3 

 日本における AAT/AAA の実状と諸外国の動向 太田光明 3 

 日本人と犬の関係 太田光明 3 

 人と犬の関係—オオカミからイヌへ James Serpell 6 

 動物介在療法総論～アニマルセラピーとその効果 Lynette Hart 4 

 高齢者と動物の関係   Erhard Olbrich 6 

 社会生物学，経済心理，統計心理，社会と心身の相関性につ

いて理論的アプローチ  
Erhard Olbrich 6 

 高齢化社会における動物の役割・高齢者を対象とした

AAT/AAA の効果と重要性  
安藤孝敏 6 

 子供に対する動物園での動物介在活動  Gail Melson 6 

 AAI における患者と施設の評価  Ann Howie 4 

 刑務所における動物介入プログラムに関するニーズと問題

点  
Ann Howie 8 

 更生活動における動物の導入 植村興 7 

 サービスドッグとのかかわり～介助犬の歴史，適正及び育

成・普及体制について  
山本真理子 7 

 療法的乗馬  要香澄 8 

 動物介在教育：学校教育に動物を導入することの有用性 伊澤都 8 

   

心理学 （30 時間）   

 心理学概論 安藤孝敏 6 

 精神障害の分類と診断 岩橋和彦 8 

 老年心理学～心理学を基盤とした老人と動物の関係 安藤孝敏 6 

  児童心理学～発達心理からみた子どもと動物の関係  Gail Melson 6 

 広汎性発達障害への AAT/AAA の応用  椛島大輔 4 
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行動学 （28 時間）   

 動物行動学とは Benjamin Hart 4 

 犬とはどんな動物か？ James Serpell 6 

 犬種の違いによる行動特性（パーソナリティと行動を理解す

る）  
Benjamin Hart 6 

 産業動物，野生動物の行動学 Lynette Hart 6 

 犬猫の行動学的特徴とその比較 Dennis Turner 6 

   

動物心理学 （12 時間）   

 学習理論  鹿野正顕 6 

 学習理論応用：動物トレーニングの方法  鹿野正顕 6 

   

AAI に用いる動物と人の衛生学 （7 時間）   

 AAI に用いる動物の人獣共通感染症 大谷伸代 7 

   

AAI に用いる動物の倫理と適切なケア（動物福祉と動物管理）（14 時間）  

 動物倫理概論  太田光明 6 

 セッションにおける動物の選別，ストレスを考慮した各動物

種に必要な適正飼育方法  
大谷伸代 8 

   

AAI の評価方法 （26 時間）   

 人と動物の関係における調査計画と方法  Cindy Wilson 6 

 AAI における評価について～統計解析と注意点，実際例  Cindy Wilson 6 

 統計学 西村昌数 4 

 対象者の症状に合致したプログラム作成と留意点  Dennis Turner 3 

 AAI の企画立案と運営（ディスカッショントレーニング） Dennis Turner 7  
 

添付： 

1. プログラムスケジュール（予定） 


